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安
政
四
年
に
お
け
る
改
革
組
合
村
囚
人
番
人
足
の
制
度
改
変

│
武
州
多
摩
郡
小
野
路
村
寄
場
組
合
を
事
例
に
│

坂 

本　

達 

彦

　

は
じ
め
に

　

関
東
取
締
出
役
の
活
動
を
支
え
る
た
め
、
文
政
十
年
（
一
八

二
七
）
に
改
革
組
合
村
が
関
東
の
ほ
ぼ
全
域
に
設
置
さ
れ
た
。

一
般
に
、
改
革
組
合
村
は
四
〇
〜
五
〇
ヶ
村
前
後
で
一
つ
の
組

合
と
し
、
各
組
合
村
の
中
心
と
な
る
村
を
選
び
、
そ
こ
を
寄
場

と
呼
ん
だ
。
組
合
村
の
運
営
の
中
心
と
な
る
役
人
は
、
寄
場
の

村
役
人
か
ら
選
ば
れ
る
寄
場
役
人
、
寄
場
以
外
の
村
の
役
人
か

ら
選
ば
れ
る
大
惣
代
・
小
惣
代
で
あ
る
。
ま
た
、
罪
人
探
索
・

捕
縛
な
ど
を
行
う
、
道
案
内
が
置
か
れ
て
い
た
。

　

幕
府
は
改
革
組
合
村
を
通
じ
て
治
安
・
風
俗
の
取
締
り
な
ど

を
実
施
し
た
。
そ
の
た
め
、
各
組
合
は
捕
縛
し
た
囚
人
や
関
東

取
締
出
役
よ
り
預
け
ら
れ
た
囚
人
の
食
費
、
護
送
時
の
諸
費
用

な
ど
を
負
担
し
た
。

　

次
第
に
関
東
取
締
出
役
か
ら
各
組
合
に
預
け
ら
れ
る
囚
人
が

増
加
し
、
天
保
四
年
（
一
八
三
三
）
以
降
、
こ
の
よ
う
な
囚
人

な
ど
を
留
置
す
る
施
設
と
し
て
、
圏お
り

が
順
次
設
置
さ
れ
て
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い（
１
）く
。
宮
沢
孝
至
氏
は
、
圏
が
関
東
全
域
の
寄
場
に
設
置
さ
れ

て
い
く
過
程
を
詳
細
に
検
討
し
て
い
る
。氏
の
研
究
に
よ
れ
ば
、

天
保
四
年
、
幕
府
は
囚
人
預
け
の
急
増
に
対
応
す
る
た
め
、
寄

場
に
圏
の
設
置
を
義
務
づ
け
、
同
八
年
に
は
再
令
を
出
し
た
。

さ
ら
に
、
同
十
五
年
に
は
仕
法
替
え
を
実
施
し
、
そ
れ
ま
で
圏

が
未
設
置
だ
っ
た
寄
場
に
新
設
さ
せ
、
囚
人
番
も
番
非
人
を
雇

用
し
て
、
常
駐
さ
せ
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
圏
は
火
附
盗
賊

改
の
囚
人
拘
留
や
、
地
域
住
民
の
更
生
施
設
と
し
て
も
利
用
さ

れ
（
（
（

た
。

　

圏
の
常
設
化
は
、
高
騰
す
る
囚
人
番
関
係
入
用
へ
の
対
応
で

あ
っ
た
が
、
幕
府
の
見
積
も
り
以
上
に
囚
人
が
増
加
し
、
実
際

に
は
嘉
永
期
以
降
、
入
用
は
高
騰
し
た
。
武
州
荏
原
郡
下
北
沢

村
寄
場
組
合
で
は
、
嘉
永
期
以
降
寄
場
へ
の
囚
人
預
け
が
増
加

し
て
い
（
（
（

る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
武
蔵
国
の
み
で
は
な
く
、
上

野
国
玉
村
宿
寄
場
組
合
で
も
確
認
で
き
、
当
該
組
合
で
は
安
政

期
に
圏
の
運
営
を
め
ぐ
っ
て
争
論
が
発
生
し
て
い
（
（
（

る
。

　

先
行
研
究
で
は
、
天
保
十
五
年
の
仕
法
替
え
後
に
お
け
る
、

圏
の
運
営
方
式
の
変
化
に
つ
い
て
は
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
し

か
し
、
結
論
を
先
に
述
べ
れ
ば
、
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
に

は
、
有
者
・
無
宿
囚
人
の
費
用
負
担
に
関
し
、
改
変
が
実
施
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

小
稿
で
は
、
こ
の
際
の
関
東
取
締
出
役
の
指
示
と
、
改
革
組

合
村
の
対
応
を
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
武
蔵
国
多
摩
郡
小

野
路
村
寄
場
組
合
を
事
例
に
取
り
上
げ
る
。

　

一　

�

小
野
路
村
寄
場
組
合
に
お
け
る
天
保
十
五
年
圏
の
仕
法

替
え

　
　

１　

小
野
路
村
寄
場
組
合
の
概
要

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
小
野
路
村
寄
場
組
合
は
、
武
蔵
国
多
摩

郡
・
都
筑
郡
の
三
四
ヶ
村
（
現
・
東
京
都
町
田
市
・
稲
城
市
、

神
奈
川
県
川
崎
市
・
横
浜
市
）
か
ら
な
る
組
合
で
あ
る
（
表
１
）。

寄
場
で
あ
る
小
野
路
村
（
現
・
東
京
都
町
田
市
）
は
、
東
海
道

と
甲
州
道
中
を
つ
な
ぐ
街
道
の
宿
場
町
で
あ
る
。
こ
の
街
道
は

徳
川
家
康
を
久
能
山
か
ら
日
光
山
に
改
葬
す
る
さ
い
に
、
霊
棺

が
通
過
し
た
道
で
も
あ
る
。

　

当
該
組
合
の
運
営
層
は
表
２
・
３
の
通
り
で
あ
る
。
小
稿
で

取
り
上
げ
る
圏
の
仕
法
替
え
の
問
題
に
関
し
て
、
大
惣
代
又
次

郎
、
寄
場
役
人
鹿
之
助
・
利
平
次
が
出
府
す
る
。
又
次
郎
は
、

苗
字
は
石
阪
、
諱
は
昌
吉
と
い
い
、
当
時
の
野
津
田
村
で
最
大

の
豪
農
で
あ
り
、
文
政
十
二
年
（
一
八
二
九
）
以
来
大
惣
代
を
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つ
と
め
、
賭
博
の
厳
禁
、
治
安
維
持
、
貧
民
救
済
、
農
耕
の
奨

励
な
ど
に
尽
力
し
、
名
声
を
得
た
と
さ
れ
る
。
名
主
と
し
て
も

功
績
を
上
げ
、
天
保
十
年
（
一
八
三
九
）
に
は
、
領
主
よ
り
苗

村名 高 備考
小野路 561.841 寄場
下小山田 596.500 
上小山田 810.300 小惣代
上図師 310.111 
下図師 262.632 
野津田 823.158 道案内
坂浜 275.948 小惣代
広袴 77.412 道案内
平尾 191.227 
真光寺 170.135 
大蔵 552.604 大惣代
能ヶ谷 268.785 
三輪 584.753 
上麻生 608.622 
下麻生 322.520 小惣代
岡上 308.143 小惣代
黒川 260.702 
栗木 180.520 小惣代

村名 高 備考
古沢 83.600 
五力田 39.865 
片平 292.089 
万福寺 70.255 
早野 238.000 
寺家 214.418 小惣代
鴨志田 285.500 
成合 83.470 
上谷本 343.190 
中谷本 52.580 
下谷本 459.180 
上鉄 279.762 
中鉄 99.088 大惣代
下鉄 77.033 小惣代
黒須田 70.000 
大場 184.910 
市ヶ尾 443.021 

表 １ 　小野路村寄場組合34 ヶ村

出典：町田地方史研究会編『町田歴史人物事典』所収表を一部改変
　　　役職は文久 3年正月

表 ２　嘉永 6年寄場組合役人一覧
名前 居村 居村役職 持高 余業 就任年

寄場役人 鹿之助 小野路村 名主 75 質物 天保15年
道助 名主 70 質物 嘉永 ４年
角左衛門 鹿之助親後見 文政12年
利平司 名主吉兵衛親後見 15 荒物 天保14年
善助 名主 12.9 薬種 天保14年
市三郎 名主 8.22 嘉永 4年

大惣代 又次郎 野津田村 名主 80 文政12年
久兵衛 下谷本村 元名主 68 升酒・荒物 天保 9年

小惣代 丹次郎 下小山田村 名主 25 天保 9年
市右衛門 大蔵村 名主 8 天保 7年
助次郎 片平村 名主 18.3 天保14年
増右衛門 下麻生村 元名主 30 水車 天保15年
藤右衛門 中銕村 名主 35 天保15年
伊左衛門 坂浜村 名主 30.6 質物・水車 天保 7年

道案内 幸蔵 野津田村 百姓 荒物 天保 6年
道案内見習 太左衛門 野津田村 百姓 荒物 嘉永 2年
出典：町田市立自由民権資料館寄託小野路細野利平家文書
　　　「組合高并寄場役人大小惣代道御案内人名前帳」
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表 ３　文久 3年寄場組合役人一覧

名前 居村 居村役職 持高 余業 就任年
寄場役人 市三郎 小野路村 名主 8.5 嘉永 4年11月

十兵衛 組頭 4 天保14年12月
吉兵衛 名主 16 荒物・旅籠屋 嘉永 5年 2月
勝之助 名主見習 9.8 文久元年 5月
利平次 名主吉兵衛親後

見
弘化 4年 6月

祐助 名主見習勝之助
親

天保 2年11月

七右衛門 組頭 天保12年11月
佐五右衛門 組頭 2.2 万延元年 2月
幸次郎 組頭見習 6.4 万延元年 7月
鹿之助 名主 77 質物 弘化元年 2月
道助 名主 56 質物 嘉永 4年 9月
才蔵 年寄 18 万延元年10月
長兵衛 年寄 5 文久元年12月
伊兵衛 組頭 11 天保 7年 7月
孫兵衛 組頭 5 天保12年11月
八郎兵衛 組頭 13 嘉永 5年12月
善左衛門 組頭 2 天保12年11月
佐十郎 組頭伊兵衛忰組

頭見習
文久 2年 6月

佐兵衛 組頭孫兵衛忰組
頭見習

安政元年正月

菊次郎 組頭善左衛門忰
組頭見習

安政元年正月

善助 名主 15.3 薬種 天保14年11月
幸助 組頭 8.2 天保14年12月
佐兵衛 組頭 12.4 油〆 天保14年12月
甚左衛門 組頭 11.9 天保14年12月

大惣代 市右衛門 大蔵村 名主 8 水車 嘉永 6年正月
藤右衛門 中銕村 名主 35 嘉永 6年正月

小惣代 敬助 岡上村 名主三平後見 20 嘉永 6年正月
増右衛門 下麻生村 名主 破損不明 水車 弘化元年 3月
次郎左衛門 下銕村 元名主 15 醤油造・質物 嘉永 6年正月
源右衛門 寺家村 名主 75 万延 2年 6月
民右衛門 栗木村 名主 25 安政 5年 9月
銀平 坂浜村 名主 29 安政 5年 9月
丹次郎 下小山田村 組頭 21 天保 9年 6月

道案内 為吉 野津田村 百姓 1.1 嘉永 2年12月
音次郎 広袴村 百姓 6.6 万延元年 3月

出典：同前細野利平家文書
　　　「文久 3年正月寄場役人大小惣代道案内人高渡世年齢役相勤始候年月書上草稿」
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字
帯
刀
を
許
さ
れ
て
い
（
（
（

る
。

　

鹿
之
助
は
、
苗
字
は
小
島
で
、
小
野
路
村
の
名
主
を
つ
と
め

た
。
表
２
・
３
に
よ
れ
ば
寄
場
役
人
へ
の
就
任
は
弘
化
元
年

（
一
八
四
四
）
で
あ
る
が
、
弘
化
四
年
に
就
任
し
た
と
す
る
説

も
あ
る
。
村
役
人
と
し
て
活
躍
す
る
と
と
も
に
、
漢
詩
文
や
天

然
理
心
流
の
門
人
と
し
て
有
名
で
あ
（
（
（

る
。
ま
た
、
彼
は
又
次
郎

の
跡
取
り
昌
孝
と
義
兄
弟
の
関
係
で
あ
っ
（
（
（

た
。

　

利
平
次
（
司
）
は
弘
化
四
年
よ
り
寄
場
役
人
を
つ
と
め
て
い

る
。
小
稿
で
は
、
同
家
に
残
さ
れ
た
「
御
触
書
之
写
・
口
上
伺

書
之
写
・
文
政
度
高
帳
之
写
・
弘
化
度
圏
番
議
定
之
写
・
同
番

非
人
ゟ
差
出
候
書
付
写
・
御
口
達
之
覚
書
・
御
触
ニ
付
請
印
帳
・

此
度
番
銭
減
少
方
ニ
付
番
非
人
ゟ
之
請
書
（
（
（

」（
以
下
、「
御
触
書

之
写
等
」
と
略
す
）
と
題
さ
れ
た
史
料
を
使
用
す
る
。

　

当
該
組
合
を
含
む
武
相
地
域
は
、
明
治
期
に
は
近
世
の
豪
農

層
が
、
地
方
名
望
家
と
し
て
自
由
民
権
運
動
を
展
開
し
た
地
域

で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
先
行
研
究
で
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る

儒
学
・
漢
詩
・
俳
諧
・
生
花
・
剣
術
な
ど
に
よ
る
在
村
文
化
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
形
成
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
地
域
の
歴
史

意
識
の
形
成
に
つ
い
て
も
究
明
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
農
兵
隊

に
よ
る
幕
末
の
治
安
悪
化
へ
の
対
応
や
、
東
海
道
の
差
村
要
求

に
対
す
る
広
域
訴
願
運
動
な
ど
、
豪
農
層
の
連
携
に
つ
い
て
あ

き
ら
か
に
さ
れ
て
き
て
い
（
（
（

る
。　

　
　

２　

天
保
十
五
年
圏
の
仕
法
替
え

　

先
述
の
通
り
、
天
保
十
五
年
に
は
圏
の
仕
法
替
え
が
令
せ
ら

れ
た
。
そ
の
内
容
を
踏
ま
え
、
翌
年
七
月
に
当
該
組
合
は
、
次

に
掲
げ
る
史
料
に
あ
る
通
り
、
圏
に
つ
い
て
様
々
な
取
り
決
め

を
作
成
し
た
。

【
史
料
（
（1
（

１
】

関
東
在
々
御
改
革
組
合
寄
場
ニ
而
者
、
囚
人
御
調
中
并
寄

場
御
預
ケ
之
節
、
是
迄
者
囚
人
壱
人
ニ
付
番
人
足
弐
人
、

宰
領
役
人
壱
人
宛
附
添
、村
々
ゟ
昼
夜
順
番
ニ
相
勤
来
り
、

場
所
ニ
寄
候
而
者
、
加
役
方
囚
人
多
分
ニ
相
崇（
嵩
）、
農
業
繁

多
之
節
者
天
気
都
合
ニ
寄
、
一
日
を
争
候
程
ニ
候
処
、
昼

夜
之
番
ニ
付
翌
日
被
相
休
候
次
第
ニ
至
り
、
自
ら
居
眠
囚

人
取
逃
、
一
同　
　

御
奉
行
所
様
江
御
差
立
ニ
相
成
、
其

上
尋
方
被
仰
付
、
不
尋
出
候
へ
者
、
御
咎
等
被　

仰
付
、

殊
之
外
難
義
致
候
趣
ニ
候
得
共
、毎
度
取
逃
候
儀
被
有
之
、

自
然
囚
人
与
馴
合
取
逃
候
哉
ニ
被　
　

思
召
、
番
人
共
厳

重
御
取
調
之
上
御
差
出
可
被
成
候
旨
、
今
般
改
而
、
其
御
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筋
ゟ
御
沙
汰
之
趣
被　

仰
渡
、
然
ル
処
右
等
之
次
第
、
巨

細
被　

仰
上
、
以
後
番
非
人
江
組
合
村
々
ゟ
相
対
ヲ
以
相

当
之
手
当
致
、
番
申
付
候
ハ
ヽ
、
村
々
相
助
り
都
而
弁
利

冝
敷
趣
被
及　

御
聴
御
仁
恵
ヲ
以
仕
法
替
被　

仰
出
、
一

同
難
有
相
心
得
、
以
来
取
極
左
之
通

一�

組
合
寄
場
圏
者
、
別
紙
麁
絵
図
之
通
、
二
重
ニ
補
理
、

外
囲
者
朝
鮮
垣
ニ
致
、
木
戸
ヲ
〆
り
致
置
候
事

一�

圏
錠
之
鍵
者
、
非
常
手
当
も
有
之
候
間
、
寄
場
役
人
之

内
手
近
之
方
江
、
本
鍵
・
合
鍵
与
引
分
ヶ
、
弐
人
相
預

り
、
囚
人
出
入
之
儀
者
、
組
合
道
案
内
之
も
の
に
為
致
、

勿
論
寄
場
役
人
立
会
〆
り
見
届
、
鍵
取
揚
可
申
候
、
囚

人
可
申
立
事
有
之
趣
、
番
人
ゟ
申
出
候
ハ
ヽ
、
早
々
役

人
罷
越
さ
や
ニ
而
承
り
、
決
而
圏
出
致
間
敷
候
、
尤
役

人
無
懈
怠
時
々
見
廻
り
可
致
事

一�

さ
や
入
口
之
錠
之
鍵
者
、
囚
人
大
小
便
共
溜
不
置
、
其

都
度
々
取
捨
候
た
め
、定
番
之
も
の
江
相
渡
置
可
申
候
、

尤
錠
不
明
ヶ
置
、
其
度
々
急
度
〆
り
可
致
事

一�

囚
人
食
事
之
義
者
、
朝
者
汁
・
香
之
も
の
、
昼
・
夕
者

味
噌
・
香
之
も
の
与
へ
候
ニ
付
、
壱
人
壱
飯
四
拾
八
文

宛
、
壱
昼
夜
壱
人
百
四
拾
八
文
、
外
ニ
水
油
壱
夜
分
凡

五
勺
与
見
積
り
、
壱
升
代
平
均
五
百
文
之
割
合
ヲ
以
、

五
勺
代
廿
四
文
、
炭
代
壱
昼
夜
分
三
拾
弐
文
、
薪
代
四

拾
文
、
〆
弐
百
四
拾
八
文
ニ
而
仕
切
、
定
番
ニ
任
せ
置
、

組
合
村
々
高
割
可
致
事

　

但�

、
水
油
・
炭
・
薪
之
義
者
、
囚
人
之
多
少
ニ
よ
ら
ず
、

本
文
之
通
ニ
而
相
賄
可
申
候
、尤
諸
色
高
直
之
節
者
、

相
談
之
上
割
増
可
致
事

一�

組
合
村
々
之
内
有
宿
之
も
の
悪
事
有
之
、
圏
入
御
預
ヶ

被　

仰
付
候
節
、
先
前
取
極
之
通
、
組
合
村
々
ニ
而
番

致
し
可
申
候
、
尤
番
人
足
賃
銭
并
囚
人
飯
料
、
其
外
諸

入
用
共
、
其
当
人
ゟ
為
差
出
可
申
事

（
中
略
）

一�

囚
人
病
気
之
由
、
番
人
ゟ
申
出
候
ハ
ヽ
、
早
々
寄
場
役

人
罷
越
、
容
躰
承
り
、
医
者
ヲ
呼
、
薬
用
手
当
致
、
其

段
巨
細
書
取
、
早
々
御
掛
り
御
出
役
様
江
宿
継
ヲ
以
、

御
注
進
可
申
上
候
、
尤
右
薬
用
之
儀
者
、
組
合
村
々
高

割
ニ
入
可
申
事

一��

囚
人
異
変
有
之
候
歟
、
万
一
取
逃
候
節
者
、
組
合
村
々

御
触
次
第
何
時
成
共
、
惣
人
足
ニ
而
罷
出
相
尋
可
申
、

其
外
最
寄
組
合
道
案
内
之
も
の
相
頼
、
手
当
致
為
尋
候
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ニ
付
、
右
入
用
等
之
儀
者
、
組
合
村
々
高
割
ヲ
以
出
金

為
致
、
若
尋
不
出
上
者
、
以
来
番
村
々
代
り
寄
場
ニ
而

書
面
差
上
囚
人
御
預
り
申
、
夫
ゟ
定
番
非
人
江
預
ヶ
候

義
ニ
付
、
寄
場
役
人
之
儀
者
、　　

御
奉
行
所
様
江
御

呼
出
ニ
可
相
成
、其
節
之
入
用
壱
人
一
日
銀
五
匁
ヅ
ヽ
、

其
外
御
呼
出
之
節
腰
懸
入
用
、
臨
時
入
用
共
是
又
別
段

高
割
ニ
可
致
事

　

但�

番
人
并
右
差
添
人
共
、
組
合
村
々
之
代
り
申
付
候
儀

ニ
付
、
本
文
之
通
一
日
銀
五
匁
宛
組
合
村
々
高
割
ニ

可
致
候
、
尤
等
閑
ニ
心
得
、
又
者
番
人
囚
人
江
馴
合
、

外
ゟ
道
具
等
入
、
或
者
余
人
江
手
引
致
候
義
、
聊
被

有
之
候
節
者
、
諸
入
用
共
一
切
組
合
村
々
ニ
而
者
不

出
、
為（
衍
）為
過
怠
番
人
自
分
賄
ニ
可
為
致
候
事

一�

圏
内
江
刃
物
者
勿
論
、
筆
墨
・
硯
・
茶
碗
之
類
、
煙
管
・

帯
等
決
而
入
申
間
敷
、
手
拭
も
弐
尺
ニ
切
遣
可
申
事

一�

圏
外
朝
鮮
垣
木
戸
ゟ
内
、
寄
場
役
人
・
大
小
惣
代
不
附

添
も
の
ハ
、
縦
令
親
類
好
身
之
者
た
り
共
、
入
為
逢
候

儀
者
勿
論
、
音
信
取
次
候
儀
不
相
成
、
何
様
之
儀
相
頼

候
共
、
役
人
差
図
無
之
儀
者
、
一
切
取
用
申
間
敷
候
、

万
一
取
次
等
致
候
儀
、
露
顕
致
候
ハ
ヽ
、
無
用
捨
其
御

筋
江
申
上
候
筈
ニ
候
事

一�

囚
人
暑
中
御
預
ヶ
之
節
者
、
隔
日
ニ
も
行
水
為
致
、
尤

其
時
々
道
案
内
之
も
の
呼
寄
、
寄
場
役
人
立
会
不
取
逃

様
、
外
木
戸
〆
り
致
置
、
少
茂
油
断
致
間
敷
、
并
髪
月

代
之
節
茂
、
同
断
之
事

一�

御
差
立
囚
人
縄
・
駕
籠
等
之
儀
者
、
先
前
被　

仰
渡
候

通
可
仕
事

一��

前
書
之
通
相
成
候
而
も
、
万
一
囚
人
大
勢
ニ
而
圏
入
不

相
成
、其
外
人
足
余
分
ニ
入
用
之
節
者
、触
当
次
第
村
々

ゟ
早
々
可
罷
出
候
事

一�

圏
損
候
節
、
繕
入
用
等
者
、
是
迄
之
通
組
合
村
々
高
割

ニ
而
出
金
可
致
事

右
之
通
組
合
村
々
給
々
役
人
一
同
相
談
取
極
候
上
者
、
以

来
右
申
合
ヶ
条
之
通
、
急
度
相
守
可
申
候
、
仍
而
連
印
致

候
処
、
如
件

　

弘
化
二
巳
年
七
月�

小
野
路
村
組
合　
　
　

村
々
・
給
々 　
　
　

三
役
人
連
印　
　

  

組
合
大
小
惣
代
連
印　
　

　

第
一
条
は
敷
地
全
体
の
構
造
で
あ
る
。
圏
は
二
重
囲
い
で
、
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外
囲
い
は
木
戸
付
の
朝
鮮
矢
来
と
し
て
い
る
。
第
二
・
三
条
は

圏
の
鍵
の
管
理
に
つ
い
て
で
あ
る
。
鍵
は
非
常
時
に
備
え
て
二

つ
作
り
、
寄
場
役
人
が
管
理
し
、
囚
人
出
入
り
の
際
に
は
、
寄

場
役
人
が
立
会
い
、道
案
内
が
開
閉
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

囚
人
が
申
し
立
て
を
行
う
場
合
は
、
寄
場
役
人
が
外
囲
い
の
出

入
り
口
で
聞
く
こ
と
と
し
、
決
し
て
鍵
を
開
け
な
い
こ
と
と
し

て
い
る
。
外
囲
い
の
鍵
は
、
囚
人
用
ト
イ
レ
の
手
入
れ
な
ど
も

あ
る
こ
と
か
ら
、
定
番
非
人
が
管
理
す
る
こ
と
が
取
り
決
め
ら

れ
て
い
る
。

　

第
四
条
は
囚
人
の
食
費
な
ど
に
つ
い
て
記
さ
れ
、
第
五
条
は

組
合
内
有
宿
の
者
が
罪
を
犯
し
た
場
合
の
番
に
つ
い
て
で
あ

る
。
番
人
足
は
組
合
村
か
ら
出
し
、
諸
費
用
は
当
人
が
差
し
出

す
と
し
て
い
る
。

　

中
略
と
し
た
第
六
条
は
、
定
番
非
人
に
つ
い
て
で
あ
り
、
二

名
が
交
代
で
務
め
る
こ
と
、
番
人
足
賃
銭
は
一
人
一
昼
夜
二
〇

〇
文
と
す
る
こ
と
な
ど
を
定
め
て
い
る
。

　

第
七
条
は
囚
人
が
病
気
に
な
っ
た
時
の
対
応
で
あ
り
、
医
者

を
呼
び
投
薬
す
る
こ
と
、
仔
細
を
関
東
取
締
出
役
に
報
告
す
る

こ
と
と
し
て
い
る
。
治
療
の
費
用
は
村
々
で
の
高
割
と
し
て
い

る
。
第
八
条
は
囚
人
逃
走
時
な
ど
の
関
東
取
締
出
役
の
元
へ
の

出
張
費
用
、
第
九
条
は
圏
内
に
持
ち
込
み
禁
止
の
も
の
、
第
十

条
は
囚
人
へ
の
面
会
者
や
差
し
入
れ
に
つ
い
て
の
取
り
決
め
で

あ
る
。
第
十
一
条
は
囚
人
の
夏
場
の
行
水
と
、
月
代
の
際
の
警

固
に
つ
い
て
、
第
十
二
条
は
囚
人
移
送
時
の
縄
・
駕
籠
、
第
十

三
条
目
は
圏
が
定
員
を
超
え
た
場
合
の
対
応
を
定
め
て
い
る
。

第
十
四
条
目
は
圏
の
修
繕
費
用
に
つ
い
て
で
あ
り
、
村
々
の
高

割
と
し
て
い
る
。

　

右
の
内
容
は
、
関
東
取
締
出
役
が
出
し
た
仕
法
替
え
の
廻
状

を
踏
ま
え
た
も
の
も
あ
れ
ば
、
当
該
組
合
独
自
に
作
成
し
た
も

の
も
確
認
で
き
（
（1
（

る
。

　

さ
ら
に
、同
月
に
は
定
番
非
人
か
ら
も
請
書
を
取
っ
て
い
る
。

そ
の
内
容
は
前
掲
の
史
料
１
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
た
め
、

ほ
ぼ
同
内
容
の
諸
規
定
に
対
す
る
誓
約
で
あ
る
が
、
囚
人
の
食

事
の
準
備
は
定
番
非
人
が
行
う
こ
と
、
定
番
非
人
が
囚
人
と
雑

談
し
な
い
こ
と
な
ど
も
誓
っ
て
い
る
。

　

以
上
の
通
り
、
圏
の
仕
法
替
え
に
と
も
な
い
、
小
野
路
村
寄

場
組
合
で
は
圏
の
運
営
や
、
囚
人
番
に
関
す
る
新
た
な
取
り
決

め
が
作
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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二　

安
政
四
年
囚
人
番
入
用
負
担
方
式
の
変
更

　
　

１　

有
宿
囚
人
の
番
人
足
賃
負
担
者
の
変
更

　

安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
八
月
、
関
東
取
締
出
役
よ
り
次
の

よ
う
な
請
書
の
提
出
を
求
め
る
廻
状
が
、
小
野
路
村
寄
場
組
合

に
到
来
し
た
。

【
史
料
（
（1
（

２
】

囚
人
有
宿
無
宿
与
茂
預
ケ
中
者
、
其
組
合
村
々
所
役
ニ
番

可
相
勤
筈
之
処
、
場
所
ニ
寄
有
宿
囚
人
預
ケ
中
、
番
人
足

賃
身
元
村
方
ゟ
請
取
、
且
飯
料
も
不
相
当
ニ
取
立
候
向
も

有
之
哉
ニ
相
聞
、
右
者
如
何
之
心
得
ニ
候
哉
、
文
政
度
御

改
革
之
御
趣
意
、
百
姓
共
農
業
不
精
ニ
而
遊
歩
行
、
身
持

不
冝
、
或
者
一
時
之
心
得
違
迄
之
義
者
懲
〆
之
為
圏
入
村

預
ケ
等
ニ
致
置
、厚
ク
教
諭
ヲ
加
改
心
帰
農
可
致
与
之
義
、

組
合
村
々
入
用
之
義
者
可
成
丈
不
相
掛
様
、
減
方
夫
々
仕

法
立
有
之
上
者
、
下
々
相
助
り
候
様
、
寄
場
役
人
始
大
小

惣
代
相
互
ニ
申
合
、
万
端
厚
ク
心
ヲ
用
可
取
計
者
勿
論
之

義
ニ
候
処
、
兎
角
組
合
入
用
相
崇（
嵩
）候
哉
ニ
相
聞
候
間
、
猶

又
弘
化
元
辰
年
中
、
組
合
入
用
減
方
仕
法
其
筋
江
申
立
、

寄
場
有
来
圏
手
丈
夫
ニ
修
復
致
、
番
非
人
等
江
囚
人
番
申

付
、
右
ニ
而
村
々
番
人
足
并
掛
縄
等
眼
前
相
減
候
次
第
ニ

有
之
、
譬
有
宿
囚
人
ニ
候
而
も
、
身
元
ゟ
番
人
足
賃
可
請

取
筋
ニ
無
之
候
間
、
流
弊
有
之
場
所
者
急
度
相
改
、
以
来

所
役
ニ
心
得
囚
人
食
事
之
義
者
、
握
り
飯
・
汁
・
香
物
ニ

限
、
余
計
之
品
相
好
候
而
茂
堅
断
聞
可
申
、
右
之
段
組
合

村
々
江
申
達
、
弥
以
取
締
方
厳
重
可
被
心
得
候

右
之
通
今
般
被　

仰
渡
、
一
同
承
知
奉
畏
候
、
依
之
御
請

印
形
奉
差
上
候
処
、
仍
如
件

地
頭
姓
名　
　
　
　
　
　
　

国
郡
村
名　
　
　
　

寄
場
役
人
連
印

　

安
政
四
巳
年
八
月�

　

同　

同　

大
小
惣
代
連
印

　
　

関
東
御
取
締

　
　
　

御
出
役
中
様

別
紙
之
通
申
達
候
間
、
得
其
意
、
請
書
者
上
封
関
東
御
取

締
御
出
役
中
様
与
宛
、
脇
江
朱
ニ
而
御
請
書
入
与
記
、
宿

村
継
ヲ
以
、当
月
廿
五
日
迄
無
遅
滞
千
住
宿
江
向
可
差
越
、

此
廻
状
村
下
刻
付
令
請
印
、早
々
継
送
留
ゟ
可
被
相
返
候
、

以
上
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巳
八
月
五
日　
　
　

関
東
御
取
締
出
役
印

内
藤
新
宿　

下
北
沢
村　

世
田
ヶ
谷
村　

溝
口
村

布
田
村　

府
中
宿　

小
野
路
村　

木
曽
村

日
野
宿　

拝
島
村　

八
王
子
宿　
駒
木
野

小
佛

両
宿

五
日
市
村　

檜
原
村

　

右
寄
場
宿
村
々

　
　
　
　
　

役
人
中

追
而
此
請
書
内
江
者
、
余
事
之
御
用
筋
封
入
致
間
敷
候
事

　

巳
八
月
七
日
朝
五
ツ
時
来
ル

　

右
の
史
料
に
よ
る
と
、
文
政
改
革
の
趣
旨
を
述
べ
た
上
で
、

改
革
組
合
村
の
入
用
が
高
騰
し
て
い
る
と
い
う
風
聞
が
あ
る
と

述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、天
保
十
五
年
の
仕
法
替
え
に
言
及
し
、

有
宿
囚
人
の
番
人
足
賃
と
飯
料
を
、
囚
人
の
人
別
の
あ
る
村
か

ら
徴
収
す
る
こ
と
を
問
題
視
す
る
。
以
後
は
こ
の
悪
弊
の
改
正

と
入
用
削
減
を
徹
底
す
る
よ
う
命
じ
て
い
る
。

　

本
史
料
で
は
、
有
宿
の
囚
人
の
番
人
足
賃
を
人
別
の
村
に
負

担
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、「
如
何
之
心
得
」
と
表
現
し

特
に
問
題
視
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

右
の
関
東
取
締
出
役
の
指
示
に
対
し
、
小
野
路
村
寄
場
組
合

で
は
疑
問
を
い
だ
い
た
よ
う
で
、
出
府
し
て
関
東
取
締
出
役
に

伺
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
、
次
に
掲
げ
た
史
料
に
あ
る
通

り
、史
料
２
に
示
さ
れ
た
有
宿
囚
人
の
諸
費
用
を
、「
寄
場
所
役
」

と
理
解
し
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
。

【
史
料
（
（1
（

３
】

　
　

乍
恐
以
口
上
書
奉
伺
候

武
州
多
摩
郡
小
野
路
村
組
合
寄
場
役
人
・
大
小
惣
代
、
左

之
名
前
之
も
の
一
同
奉
申
上
候
、
今
般
御
廻
状
ヲ
以
被　

仰
渡
候
囚
人
圏
番
之
儀
、
以
来
有
宿
無
宿
共
所
役
ニ
可
相

勤
旨
ニ
而
、
組
合
村
々
江
申
渡
、
其
段
私
共
連
印
御
請
書
、

来
ル
廿
五
日
迄
ニ
、
日
光
道
中
千
住
宿
江
向
差
出
候
様

被　

仰
付
候
ニ
付
、
寄
場
役
人
・
大
小
惣
代
一
同
集
会
評

儀
仕
候
処
、
右
者
文
政
十
亥
年
、
関
東
向
御
取
締
筋
御
改

革
被　

仰
出
、
其
節
組
合
村
御
定
、
同
十
二
丑
年
四
月
中
、

上
武
御
掛
り
御
出
役
吉
田
左
五
郎
様
・
太
田
平
助
様
、
小

野
路
村
江
御
廻
村
之
上
、
村
々
給
々
三
役
人
御
呼
出
ニ
相

成
、
四
拾
ヶ
条
并
囚
人
御
調
中
入
用
、
御
差
立
入
用
共
出

金
方
議
定
、
村
々
三
役
人
連
印
ヲ
以
奉
差
上
、
其
上
村
毎

同
様
ニ
相
認
調
印
致
、
銘
々
今
以
大
切
ニ
所
持
罷
在
候
義

ニ
而
、
全
壱
組
壱
村
之
心
得
ヲ
以
諸
事
相
互
ニ
申
合
、
無

違
失
取
計
成
丈
村
入
用
相
減
候
様
ニ
と
の
御
趣
意
、
厚
御
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教
諭
被
成
下
難
有
奉
存
罷
在
候
処
、去
ル
弘
化
二
巳
年
中
、

囚
人
番
之
儀
御
仕
法
替
被　

仰
出
、
尚
又
難
有
相
心
得
、

村
々
一
同
申
合
寄
場
圏
大
丈
夫
ニ
修
復
致
、
其
節
ゟ
番
非

人
江
申
付
、
証
文
取
之
、
圏
番
為
致
候
ニ
付
、
先
年
与
引

競
候
而
者
多
分
之
減
少
ニ
相
成
、
村
々
一
同
相
助
り
難
有

仕
合
奉
存
候
処
、
今
般
之
御
趣
意
ニ
而
者
、
寄
場
而
已
難

渋
仕
候
義
与
奉
存
候
間
、
無
是
非
先
年
被　

仰
出
候
御
請

書
并
弘
化
度
奉
差
上
候
書
類
写
一
同
相
認
、
左
ニ
奉
申
上

候

（
中
略
）

右
之
通
無
宿
者
組
合
村
高
割
、
有
宿
者
人
別
之
村
方
ゟ
請

取
来
り
申
候
、
尤
囚
人
多
少
ニ
よ
ら
ず
、
番
銭
・
水
油
・

薪
代
共
書
面
之
通
差
遣
、
飯
料
之
儀
者
壱
飯
四
拾
八
文
宛

之
割
合
ヲ
以
人
数
ニ
応
し
差
遣
、
且
又
有
宿
・
無
宿
何
人

入
候
共
、
右
人
数
割
合
ヲ
以
無
宿
者
組
合
村
高
割
、
有
宿

者
人
別
之
村
方
ゟ
受
取
来
り
申
候
、勿
論
定
番
与
者
乍
申
、

平
生
組
合
村
々
ゟ
一
切
手
当
等
遣
し
不
申
候
事

右
之
通
ニ
而
是
迄
仕
来
り
候
処
、
以
来
寄
場
所
役
ニ
相
成

候
而
者
難
渋
至
極
仕
候
間
、
幾
重
ニ
茂
御
賢
慮
之
程
奉
願

上
候
、
尤
御
廻
状
之
趣
未
私
共
限
り
ニ
而
組
合
村
々
江
不

申
聞
、
寄
場
役
人
・
大
小
惣
代
一
同
連
印
ヲ
以
奉
伺
候
、

以
上

山
口
采
女
知
行
所　
　
　
　

武
州
多
摩
郡
小
野
路
村

寄
場
名
主　
　
　

　

安
政
四
巳
年
八
月�

鹿
之
助　

　
　
　
　
（
寄
場
役
人
・
大
小
惣
代
連
名
略
）

　
　

関
東
御
取
締
御
出
役
中
様

　

す
な
わ
ち
、こ
れ
ま
で
囚
人
番
や
差
立
に
関
す
る
諸
入
用
は
、

組
合
全
体
が
一
村
の
つ
も
り
で
行
っ
て
き
た
が
、
今
回
命
じ
ら

れ
た
通
り
、有
宿
囚
人
の
諸
費
用
を
「
寄
場
所
役
」
と
し
て
は
、

寄
場
の
負
担
が
重
く
な
っ
て
し
ま
う
と
訴
え
て
い
る
の
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
有
宿
囚
人
の
諸
費
用
は
以
前
か
ら
人
別
の
村
に

負
担
さ
せ
て
い
た
と
主
張
し
て
い
る
。

　

実
際
、「
御
触
書
之
写
等
」
に
は
、
文
政
十
二
年
の
議
定
書

の
一
部
が
筆
写
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
囚
人
の
取
調
中
及
び

差
立
て
の
費
用
に
関
し
て
、
無
宿
は
組
合
村
々
惣
高
割
、
有
宿

は
人
別
の
村
よ
り
差
し
出
す
、
と
記
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

小
野
路
村
寄
場
組
合
の
面
々
は
、
有
宿
囚
人
の
諸
費
用
の
負
担

方
式
は
、
文
政
改
革
の
時
に
決
ま
っ
た
も
の
と
認
識
し
て
い
る
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の
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
有
宿
囚
人
の
費
用
を
寄
場
所
役
に
す

る
と
、
寄
場
の
負
担
が
増
加
し
て
し
ま
う
こ
と
を
危
惧
し
、
出

府
し
て
伺
っ
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
史
料
１
の
作
成
が
弘
化
二
年
の
た
め
か
、
当
時
の
当

該
組
合
で
は
、
仕
法
替
え
が
天
保
十
五
年
で
は
な
く
、
弘
化
二

年
に
実
施
さ
れ
た
と
理
解
し
て
い
る
。

　

２　

関
東
取
締
出
役
の
指
示
と
小
野
路
村
寄
場
組
合
の
対
応

　

本
節
で
は
、
ま
ず
前
節
で
見
た
出
訴
に
至
る
過
程
と
、
そ
れ

を
受
け
た
関
東
取
締
出
役
の
指
示
を
確
認
す
る
。

【
史
料
（
（1
（

４
】

前
書
（
史
料
２
─
括
弧
内
筆
者
注
）
之
通
御
触
達
有
之
候

間
、
火
急
大
小
惣
代
一
同
集
会
評
談
致
候
処
、
当
寄
場
之

義
者
外
宿
町
与
違
、
何
之
余
沢
茂
無
之
、
以
来
囚
人
御
預

之
節
、右
諸
入
用
等
寄
場
所
役
ニ
而
、持
切
候
義
者
、極
々

難
渋
ニ
付
、
右
所
役
之
義
為
伺
、
同
月
十
六
日
大
惣
代
又

次
郎
并
鹿
之
助
・
利
平
次
三
人
、
昼
時
ゟ
出
府
、
翌
十
七

日
御
取
締
御
出
役
関
口
園
十
郎
様
御
宅
江
罷
出
候
処
、
早

速
御
目
通
被　

仰
付
候
間
、
文
政
度
御
改
革
之
節
取
極
之

規
定
、
并
弘
化
度
圏
補
理
囚
人
御
預
之
節
者
、
番
非
人
江

番
申
付
、
右
諸
入
用
高
割
之
仕
法
等
、
一
十
申
上
、
此
度

御
触
之
趣
ニ
仕
候
而
者
、必
至
与
難
義
仕
候
由
申
上
候
処
、

尤
之
義
ニ
付
、
左
候
へ
者
、
是
迄
取
極
之
条
々
無
落
委
細

書
取
可
差
出
、
其
上
ニ
而
又
々
沙
汰
可
及
旨
被
仰
付
、
十

九
日
帰
村
、
廿
二
日
又
候
一
同
会
合
之
上
、
不
残
書
綴
差

上
候
処
、
其
後
九
月
二
日
又
次
郎
壱
人
御
呼
出
ニ
相
成
、

其
節
御
口
達
之
趣
者

一�

寄
場
所
役
与
申
義
者
、
其
組
合
村
々
一
同
之
所
役
与
申

義
ニ
而
、
寄
場
而
已
与
申
事
ニ
者
無
之
候

一�

囚
人
之
義
茂
以
来
寄
場
宿
村
江
者
、
大
抵
預
ヶ
申
間
敷

候
一�

圏
之
義
者
、
取
締
出
役
ゟ
申
付
補
理
置
候
義
ニ
付
、
以

来
火
役
方
之
囚
人
者
、
決
而
預
り
申
間
敷
候

右
之
趣
被
仰
付
、
四
日
同
人
帰
村
、
十
二
日
如
例
大
小
惣

代
会
合
、
同
人
ゟ
逸
々
申
聞
候
ニ
付
、
一
同
安
心
致
シ
、

即
御
請
書
調
印
、
関
戸
継
ニ
而
千
住
宿
江
向
差
出
申
候
、

以
上

　

安
政
四
巳
年
九
月
十
二
日　
　

立
会
人

　

寄
場
名
主

　
　
　
　
　

鹿
之
助
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名
主
後
見　

利
平
次

名
主　
　
　

善
助

　

同　
　
　

市
三
郎

年
寄　
　
　

文
右
衛
門

大
惣
代　
　

又
次
郎

　

同　
　
　

九
平

　

同　
　
　

藤
右
衛
門

　

同　
　
　

市
右
衛
門

小
惣
代　
　

丹
次
郎

　

同　

伊
右
衛
門
代

　
　
　
　
　

三
郎
左
衛
門

　

同　
　
　

助
次
郎
代

　
　
　
　
　

昶
平

　

同　
　
　

増
右
衛
門

　

同　

敬
助
代

　
　
　
　
　

宗
助

　

同　
　
　

利
右
衛
門

　

右
の
史
料
に
よ
る
と
、
大
惣
代
又
次
郎
・
鹿
之
助
・
利
平
次

は
、
八
月
十
六
日
に
出
府
し
、
翌
日
関
東
取
締
出
役
関
口
園
十

郎
と
面
会
し
、
こ
れ
ま
で
の
小
野
路
村
寄
場
組
合
の
圏
の
運
営

方
式
の
変
遷
を
説
明
し
、
今
回
の
改
変
が
実
施
さ
れ
る
と
難
儀

で
あ
る
旨
を
上
申
し
た
。
こ
の
時
に
関
口
よ
り
関
係
す
る
取
り

決
め
類
の
提
出
を
命
じ
ら
れ
、
三
名
は
十
九
日
に
一
時
帰
村
し

た
。
二
十
二
日
に
書
類
を
作
成
し
、
提
出
し
て
お
り
、
こ
の
中

に
は
先
述
し
た
文
政
十
二
年
の
議
定
書
や
史
料
一
の
取
り
決
め

な
ど
も
含
ま
れ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
の
後
、
九
月
に
入
り
又
次
郎
が
呼
び
出
し
を
受
け
、
関
東

取
締
出
役
よ
り
次
の
通
り
申
し
渡
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、①「
寄

場
所
役
」
と
は
寄
場
の
み
を
指
す
の
で
は
な
く
、
組
合
全
体
を

指
す
、
②
今
後
、
囚
人
は
寄
場
に
預
け
な
い
、
③
圏
は
関
東
取

締
出
役
の
命
令
で
設
置
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
火
附
盗
賊
改
の

囚
人
を
預
か
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
い
う
三
点
で
あ
る
。

　

①
は
小
野
路
村
寄
場
組
合
の
誤
解
を
正
し
て
い
る
。
②
は
文

意
不
明
で
あ
る
が
、
囚
人
は
寄
場
へ
の
村
預
け
で
は
な
く
、
極

力
圏
入
れ
と
す
る
と
い
う
意
味
で
あ
ろ
う
か
。

　

③
は
火
附
盗
賊
改
に
よ
る
圏
の
使
用
を
禁
じ
た
も
の
で
あ

る
。
理
由
は
不
明
で
あ
る
が
、
成
文
化
せ
ず
、
口
頭
で
済
ま
せ

て
い
る
。
な
お
、近
隣
の
木
曽
村
寄
場
組
合
の
史
料
に
よ
れ
ば
、

こ
れ
以
降
も
火
附
盗
賊
改
の
囚
人
が
寄
場
経
由
で
継
ぎ
送
ら
れ

て
い
（
（1
（

る
。
こ
の
囚
人
が
圏
を
使
用
し
な
か
っ
た
と
は
言
い
切
れ
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ず
、
③
の
指
示
は
徹
底

で
き
な
か
っ
た
と
思
わ

れ
る
。
火
附
盗
賊
改
に

よ
る
圏
の
利
用
に
つ
い

て
は
、
節
を
改
め
て
検

討
し
た
い
。

　

又
次
郎
が
以
上
の
指

示
を
受
け
、
帰
村
後
に

惣
代
層
一
同
で
請
書
を

作
成
し
て
い
る
。な
お
、

同
月
に
は
囚
人
番
に
関

す
る
諸
費
用
も
変
更
さ

れ
て
い
る
。
本
施
策
に

よ
り
天
保
十
五
年
の
仕

法
替
え
以
上
に
入
用
の

削
減
が
求
め
ら
れ
、
小

野
路
村
寄
場
組
合
で
は

新
仕
法
を
制
定
し
て
い

る
。
文
政
期
・
弘
化
期

も
含
め
、
一
覧
に
し
た

も
の
が
表
４
で
あ
る
。
弘
化
期
と
比
べ
、
飯
料
は
増
加
し
て
い

る
が
、
囚
人
番
賃
銭
が
削
減
さ
れ
、
囚
人
一
人
あ
た
り
の
入
用

合
計
額
は
安
政
期
の
方
が
安
く
な
っ
て
い
る
。

　

な
お
、
安
政
四
年
の
制
度
改
変
は
、
当
然
で
あ
る
が
各
地
の

改
革
組
合
村
に
も
施
行
さ
れ
て
お
り
、
近
隣
地
域
に
も
関
連
史

料
を
確
認
で
き
（
（1
（

る
。

　
　

３　

火
附
盗
賊
改
に
よ
る
圏
の
利
用

　

前
節
で
見
た
通
り
、
関
東
取
締
出
役
は
、
火
附
盗
賊
改
に
よ

る
圏
の
利
用
を
禁
じ
て
い
る
。「
は
じ
め
に
」で
も
触
れ
た
通
り
、

圏
に
は
火
附
盗
賊
改
の
囚
人
も
収
容
さ
れ
て
い
た
。
火
附
盗
賊

改
は
、
罪
人
よ
り
徴
収
し
た
過
料
銭
を
、
活
動
資
金
と
し
て
利

用
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
関
東
取
締
出
役
に
比
べ
る
と
強
引

な
摘
発
が
多
か
っ
た
と
言
わ
れ
（
（1
（

る
。

　

本
節
で
は
上
州
玉
村
宿
寄
場
組
合
の
事
例
か
ら
、
火
附
盗
賊

改
に
よ
る
圏
の
利
用
に
つ
い
て
補
足
し
て
お
く
。
同
寄
場
組
合

は
上
州
南
部
に
位
置
し
、
日
光
例
幣
使
道
玉
村
宿
を
寄
場
と
す

る
。
利
根
川
・
烏
川
に
挟
ま
れ
た
地
域
の
村
々
か
ら
構
成
さ
れ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
寄
場
以
外
の
村
は
二
十
四
ヶ
村
と
小
規

模
な
組
合
村
で
あ
る
。

表 ４　囚人番関係費用の変遷

費目 文政12年 弘化元年 安政 4年
金額 備考 金額 備考 金額 備考

番銭 600文 １ 昼夜 １人200文で ３人分、
他に飯料 1昼夜分148文（ 3
人で448文）

400文 １ 昼夜
１ 人200文
で ２人分

272文 ２ 人分

囚人 １人
分飯料

148文 １ 飯48文 148文 １ 飯48文 224文 １ 飯72文

水油 ５勺 24文 24文
炭代 32文 32文
薪代 40文 40文
出典：「御触書之写等」
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安
政
二
年
に
は
、
当
該
組
合
に
お
い
て
圏
の
囚
人
番
を
め
ぐ

り
、争
論
が
発
生
し
て
い
る
。
そ
の
過
程
で
関
東
取
締
出
役
は
、

大
惣
代
は
関
東
取
締
出
役
の
活
動
を
支
え
る
も
の
で
あ
る
と
い

う
事
実
を
強
調
し
、
火
附
盗
賊
改
の
御
用
を
つ
と
め
て
は
な
ら

な
い
と
指
示
を
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
史
料
４
と
同
様
に
、
あ

く
ま
で
改
革
組
合
村
制
は
関
東
取
締
出
役
の
た
め
の
も
の
で
あ

る
と
い
う
姿
勢
を
読
み
取
れ
る
。
ま
た
、
禁
止
事
項
に
も
関
わ

ら
ず
、
口
頭
で
済
ま
せ
て
い
る
点
も
類
似
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
玉
村
宿
寄
場
組
合
で
は
、
同
年
に
道
案
内
が
火
附
盗

賊
改
の
御
用
宿
を
つ
と
め
、
廻
村
に
備
え
て
囚
人
を
準
備
し
て

い
る
こ
と
が
問
題
化
し
て
、
争
論
が
発
生
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
翌
年
に
は
火
附
盗
賊
改
の
手
先
が
御
用
宿
と
馴
れ

合
い
、
罪
人
関
係
者
に
金
銭
を
要
求
す
る
こ
と
を
問
題
視
し
、

火
附
盗
賊
改
役
所
へ
の
訴
願
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。
最
終
的
に

実
行
に
移
さ
れ
た
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
本
運
動
の
計

画
段
階
で
上
州
新
町
宿
寄
場
組
合
・
吉
井
村
寄
場
組
合
・
伊
勢

崎
宿
寄
場
組
合
・
板
鼻
宿
寄
場
組
合
、
武
州
本
庄
宿
寄
場
組
合

が
参
加
し
て
お
り
、
火
附
盗
賊
改
手
先
に
対
す
る
不
満
が
広
く

高
ま
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
ろ
（
（1
（

う
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
安
政
四
年
に
圏
の
制
度
改
変
が
実
施

さ
れ
た
。
こ
の
折
、
小
野
路
村
寄
場
組
合
の
惣
代
層
は
、
関
東

取
締
出
役
よ
り
、
火
附
盗
賊
改
に
よ
る
圏
の
利
用
を
禁
じ
ら
れ

て
い
る
。
し
か
し
、
先
述
の
通
り
、
こ
れ
以
降
も
木
曽
村
寄
場

組
合
で
は
囚
人
の
継
送
り
を
確
認
で
き
る
う
え
、
玉
村
宿
寄
場

組
合
で
も
火
附
盗
賊
改
の
囚
人
を
圏
に
収
容
し
た
事
実
を
確
認

で
（
（1
（

き
、
こ
こ
か
ら
史
料
４
で
の
指
示
は
徹
底
さ
れ
な
か
っ
た
こ

と
が
判
明
す
る
。

　

た
だ
し
、
安
政
五
年
に
は
、
火
附
盗
賊
改
の
在
方
廻
村
が
円

滑
に
行
わ
れ
な
く
な
っ
た
よ
う
で
、
玉
村
宿
寄
場
組
合
で
は
、

次
の
よ
う
な
史
料
を
確
認
で
き
る
。

【
史
料
（
（2
（

５
】

以
継
書
得
御
意
候
、
明
春
暖
相
催
候
処
、
弥
御
堅
固
御
揃

賀
寿
存
候
、
然
者
野
拙
久
々
在
出
見
合
、
就
而
者
彼
是
心

配
被
致
、
先
頃
者
頼
約
ニ
種
々
懇
情
之
内
話
致
之
被
呉
候

段
厚
意
千
万
忝
次
第
ニ
存
候
、
在
出
之
儀
此
程
全
相
覆
、

先
前
之
通
心
得
申
候
、右
ニ
付
、近
々
其
節
江
も
廻
村
久
々

ニ
而
面
会
可
致
事
与
な（
り
脱
力
）不斜
存
居
候
、
夫
ニ
付
而
も
近
頃

在
中
何
歟
不
常
之
様
子
私
承
知
致
し
、
在
出
中
継
も
の
其

外
手
も
無
之
、
何
れ
を
も
不
弁
之
も
の
者
厚
く
心
痛
致
し

罷
在
候
、
右
ニ
付
而
者
其
而
巳
（
マ
マ
）御
用
弁
方
之
儀
者
旧
来
之
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好
身
を
以
貴
様
先
前
之
通
り
不
相
替
精
々
御
頼
入
候
、
い

つ
連（
れ
）近
々
手
人
も
相
廻
し
可
申
候
得
共
、
呉
々
も
御
用
弁

方
厚
被
差
含
何
分
と
も
精
々
頼
入
候
、
先
者
前
条
在
出
中

遊
ニ
付
心
配
被
致
呉
候
儀
ニ
付
、
右
吹
聴
旁
々
含
迄
此
段

申
入
候
、
何
も
乍
漢（
簡
）略
書
を
以
早
々
如
斯
候
、
頓
首

　
　

三
月
廿
一
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

堀
荘
右
衛
門　
　

　
　
　

福
嶋
村

　
　
　
　

三
右
衛
門
殿

尚
々
当
季
折
角
被
相
厭
候
様
祈
上
候
、
呉
々
も
不
遠
面
会

万
々
可
申
談
事
与
相
楽
ニ
申
候
、
以
上

　

右
は
火
附
盗
賊
改
与
力
よ
り
、
当
該
組
合
大
惣
代
三
右
衛
門

に
宛
て
た
書
状
の
写
し
で
あ
る
。文
意
不
明
な
箇
所
も
多
い
が
、

在
方
で
の
活
動
に
支
障
が
出
て
い
る
こ
と
に
対
し
、
協
力
を
要

請
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
年
四
月
に
は
同
人
の
家
来
喜
蔵
が

訪
問
し
、「
在
中
廻
村
之
節
、
何
分
ニ
茂
相
頼
候
旨
御
文
言
、

亦
年
始
之
祝
詞
旁
々
茶
半
斤
・
扇
子
黒
骨
壱
対
、
年
頭
ニ
被
差

遣
頂
戴
仕
（
（2
（

候
」
と
大
惣
代
三
右
衛
門
に
年
始
の
贈
り
物
と
と
も

に
、
在
方
で
の
活
動
に
対
す
る
協
力
を
要
請
し
て
い
る
。

　

時
期
的
に
、
前
節
と
本
節
で
見
た
関
東
取
締
出
役
の
口
頭
で

の
指
示
や
、
本
節
で
見
た
火
附
盗
賊
改
の
活
動
に
対
す
る
在
方

の
反
発
が
影
響
し
て
い
る
可
能
性
を
想
定
で
き
よ
う
。

　
　

４　

小
野
路
村
寄
場
組
合
に
お
け
る
圏
の
終
焉

　

本
章
の
最
後
に
、
小
野
路
村
寄
場
組
合
の
圏
が
廃
止
さ
れ
る

時
期
に
つ
い
て
考
察
す
る
。
慶
応
二
年
四
月
「
囚
人
番
銭
勘
定

帳
」
に
は
明
治
四
年
六
月
ま
で
、
番
非
人
の
入
用
請
取
に
関
す

る
記
録
が
記
さ
れ
て
い
（
（2
（

る
。
そ
の
後
も
存
続
し
た
よ
う
で
、
明

治
八
年
十
月
に
、
圏
が
萩
生
田
半
左
衛
門
地
所
か
ら
橋
本
政
直

地
所
に
移
転
し
た
事
実
も
確
認
で
き
（
（2
（

る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
明
治
五
年
前
後
に
は
利
用
さ
れ
て
い
た
圏
が

取
払
わ
れ
る
の
は
、
小
野
路
村
寄
場
組
合
の
場
合
、
明
治
十
三

年
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

【
史
料
（
（2
（

６
】

記

　

一
圏　

壱
ヶ
所

　
　

但　

三二
間間
上
家
及
ヒ
敷
石
共

右
圏
ノ
義
、
今
般
旧
改
革
寄
場
組
合
村
々
協
議
ノ
上
、
入

札
払
致
シ
候
処
、
当
郡
金
井
村
横
山
九
兵
衛
へ
、
金
八
円
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ニ
而
落
札
相
成
、
依
之
敷
地
代
建
替
分
其
外
差
引
、
左
ノ

金
員
旧
高
割
ヲ
以
各
村
々
江
御
返
戻
仕
候
間
、
御
請
取
被

下
度
候
也

　
　

明
治
十
三
年
五
月�

小
野
路
村
戸
長
印

　

一
金
八
円
也　

圏
売
払
代

　
　

内

金
壱
円
廿
五
銭　
明
治
十
一
年
ヨ
リ

同
十
三
年
迄

二
ヶ
年
中
圏
敷
地
代

金
五
拾
銭　
　
　

割
返
シ
金
各
村
へ
配
達
賃

金
四
銭　
　
　
　

紙
代

　

合
金
壱
円
七
十
九
銭

差
引
残

　

金
六
円
廿
壱
銭

　

旧
寄
場
組
合
村
高
壱
万
四
百
六
十
五
石

　
　

高
百
石
ニ
付
金
五
銭
九
厘
三
毛

（
後
略
）

　

す
な
わ
ち
、
圏
の
売
却
が
決
定
し
、
入
札
が
実
施
さ
れ
た
。

最
終
的
に
金
八
円
で
の
落
札
と
な
り
、
売
却
額
は
旧
寄
場
組
合

村
々
に
高
割
で
返
金
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。ま
た
、

売
却
代
金
の
明
細
を
見
る
と
、
明
治
十
一
年
か
ら
圏
の
敷
地
代

の
立
替
え
が
な
さ
れ
て
い
る
。
個
人
地
所
内
に
設
置
さ
れ
た
た

め
、
地
代
を
支
払
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

ち
な
み
に
、
後
略
部
分
に
よ
る
と
、
明
治
十
一
年
分
は
碓
井

盛
恭
、
同
十
二
年
分
は
細
野
政
篤
、
同
十
三
年
一
月
か
ら
三
月

分
は
萩
生
田
平
右
衛
門
が
立
て
替
え
て
い
る
。
薄
井
は
近
世
に

は
上
小
山
田
村
の
名
主
で
、
明
治
九
年
に
は
第
八
大
区
副
区
長

も
務
め
る
人
物
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
階
層
の
も
の
が
敷
地
代

を
立
て
替
え
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
下
総
国
相
馬
郡
守
谷
町
の
圏
は
明
治
九
年
に
売
却
さ

れ
て
お
（
（2
（

り
、
圏
が
明
治
十
年
前
後
ま
で
存
続
し
た
の
は
、
当
該

組
合
の
み
で
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

　

お
わ
り
に

　

囚
人
の
収
容
な
ど
に
使
用
す
る
圏
は
、
天
保
期
に
各
改
革
組

合
村
の
寄
場
に
設
置
さ
れ
て
い
っ
た
。
天
保
十
五
年
に
は
、
圏

の
仕
法
替
え
が
実
施
さ
れ
た
。
本
施
策
は
改
革
組
合
村
入
用
の

削
減
を
意
図
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
現
実
に
は
高
騰
し
、
各
地

で
問
題
化
し
て
い
る
。

　

先
行
研
究
に
お
い
て
は
、
こ
れ
以
降
の
関
東
取
締
出
役
に
よ

る
圏
の
仕
法
替
え
に
つ
い
て
触
れ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
が
、
小

稿
の
検
討
の
結
果
、
安
政
四
年
に
有
宿
囚
人
の
諸
費
用
を
、
そ



46安政四年における改革組合村囚人番人足の制度改変

れ
ま
で
の
囚
人
の
居
村
負
担
か
ら
、
収
容
さ
れ
た
圏
の
あ
る
改

革
組
合
村
が
負
担
す
る
こ
と
に
変
更
さ
れ
た
。
こ
の
時
、
小
野

路
村
寄
場
で
は
、
囚
人
番
入
用
削
減
の
た
め
、
新
た
な
諸
費
用

の
規
定
も
定
め
ら
れ
た
。

　

ま
た
、
小
野
路
村
寄
場
組
合
の
事
例
に
よ
れ
ば
、
関
東
取
締

出
役
は
圏
へ
の
火
附
盗
賊
改
の
囚
人
収
容
を
禁
じ
て
い
る
。

　

当
該
組
合
の
圏
は
、
明
治
維
新
後
も
存
続
し
、
使
用
の
有
無

は
不
明
で
あ
る
が
、
明
治
十
年
代
前
半
ま
で
存
続
を
確
認
で
き

る
。
最
終
的
に
当
該
組
合
の
圏
は
、
明
治
十
三
年
に
売
却
さ
れ

た
の
で
あ
る
。

注（
1
）
森
安
彦
『
幕
藩
制
国
家
の
基
礎
構
造
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九

八
一
年
。

（
2
）
宮
沢
孝
至
「
江
戸
周
辺
農
村
の
取
締
構
造
」（『
地
方
史
研
究
』

二
二
四
、
一
九
九
〇
年
）。
な
お
、
大
口
勇
次
郎
氏
は
、
武

州
多
摩
郡
柴
崎
村
の
「
公
私
日
記
」
を
事
例
に
圏
の
設
置
を

検
討
し
、
天
保
四
年
は
代
官
宛
の
も
の
で
、
実
施
は
何
ら
か

の
事
情
で
延
期
さ
れ
て
天
保
八
年
に
施
行
さ
れ
た
と
述
べ
て

い
る
（
同
『
徳
川
時
代
の
社
会
史
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

〇
一
年
）。

（
3
）
前
掲
宮
沢
論
文
、
前
掲
森
著
書
。

（
4
）
拙
稿
「
圏
の
運
営
を
め
ぐ
る
改
革
組
合
村
の
動
向
」（『
群
馬

歴
史
民
俗
』
二
四
号
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
5
）
渡
辺
奨
・
鶴
巻
孝
雄
『
石
阪
昌
孝
と
そ
の
時
代
』
町
田
ジ
ャ
ー

ナ
ル
社
、
一
九
九
七
年
。

（
6
）
町
田
地
方
史
研
究
会
編
『
町
田
歴
史
人
物
事
典
』
小
島
資
料

館
、
二
〇
〇
五
年
。

（
7
）
前
掲
渡
辺
・
鶴
巻
著
書
。

（
8
）
町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館
寄
託
小
野
路
細
野
利
平
家
文

書
。

（
9
）
渡
辺
奨『
村
落
の
明
治
維
新
研
究
』三
一
書
房
、一
九
八
四
年
、

岩
橋
清
美
「
近
世
後
期
に
お
け
る
歴
史
意
識
の
形
成
過
程
」

（『
関
東
近
世
史
研
究
』
三
四
号
、一
九
九
三
年
）、前
掲
渡
辺
・

鶴
巻
著
書
、杉
仁『
近
世
の
地
域
と
在
村
文
化
』吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
一
年
な
ど
。

（
10
）
前
掲
「
御
触
書
之
写
等
」。

（
11
）
仕
法
替
え
の
廻
状
は
、
次
の
九
ヶ
条
か
ら
な
る
（『
春
日
部

市
史
』
第
三
巻
、
近
世
史
料
編
Ⅴ
）。（
１
）
外
囲
い
の
あ
る

丈
夫
な
圏
を
作
る
。（
２
）
番
人
は
圏
か
ら
少
し
離
れ
た
所
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に
置
き
囚
人
と
雑
談
さ
せ
な
い
。（
３
）
圏
の
鍵
は
寄
場
役

人
が
預
か
り
、
囚
人
よ
り
申
し
立
て
が
あ
る
場
合
は
、
寄
場

役
人
が
圏
に
行
っ
て
聞
く
。
寄
場
役
人
は
時
々
見
回
り
を
す

る
。（
４
）
囚
人
の
食
事
の
内
容
。（
５
）
定
番
非
人
の
勤
め

向
き
と
給
金
、圏
の
運
営
費
用
。（
６
）
定
番
非
人
の
人
選
と
、

勤
務
中
の
心
得
。（
７
）
囚
人
が
多
分
の
時
の
対
応
。（
８
）

寄
場
と
組
合
村
が
協
力
し
て
、
圏
の
運
営
に
あ
た
る
こ
と
。

（
９
）
囚
人
護
送
時
の
縄
・
駕
籠
は
、
寄
場
村
を
除
く
組
合

村
の
村
々
が
順
番
に
負
担
す
る
こ
と
。

（
12
）
前
掲
「
御
触
書
之
写
等
」。

（
13
）
前
掲
「
御
触
書
之
写
等
」。

（
14
）
前
掲
「
御
触
書
之
写
等
」。

（
15
）
町
田
市
立
自
由
民
権
資
料
館
蔵
・
万
延
二
年
「
木
曽
村
御
用

留
」。

（
16
）
史
料
２
と
ほ
ぼ
同
文
の
廻
状
が
、
田
無
村
に
到
来
し
た
こ
と

を
確
認
で
き
る
（『
公
用
例
略
記
』）。
さ
ら
に
、
所
沢
寄
場

組
合
に
属
す
る
蔵
敷
村
の
請
書
の
写
し
を
確
認
で
き
る
（『
里

正
日
誌
』
第
七
巻
）。

（
17
）
桜
井
昭
男
氏
「
火
附
盗
賊
改
の
在
方
廻
村
に
つ
い
て
」（『
関

東
地
域
史
研
究
』
２
、
文
研
出
版
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
18
）
前
掲
拙
稿
、
拙
稿
「
火
附
盗
賊
改
の
在
方
廻
村
と
改
革
組
合

村
」（『
国
史
学
』
一
七
五
号
、
二
〇
〇
二
年
）。

（
19
）
例
え
ば
、
安
政
六
年
三
月
一
日
に
は
、
火
附
盗
賊
御
改
服
部

儀
平
太
家
来
伊
之
吉
が
「
囚
人
長
吉
ヲ
圏
ゟ
出
遣
す
、
伊
之

吉
殿
引
立
行
」
と
い
う
記
録
を
確
認
で
き
る
（「
三
右
衛
門

日
記
」（『
玉
村
町
誌
』
別
巻
Ⅶ
））。「
三
右
衛
門
日
記
」
は

当
該
組
合
大
惣
代
の
日
記
で
あ
る
。

（
20
）「
三
右
衛
門
日
記
」
安
政
五
年
四
月
二
日
条
（『
玉
村
町
誌
』

別
巻
Ⅵ
）。

（
21
）「
三
右
衛
門
日
記
」
安
政
五
年
四
月
二
十
七
日
条
（『
同
前
』）。

（
22
） 

前
掲
小
野
路
細
野
家
文
書
。

（
23
）『
町
田
市
史
』
下
巻
。

（
24
）
前
掲
小
野
路
細
野
家
文
書
「
明
治
十
三
年
五
月
旧
寄
場
組
合

村
持
圏
売
却
代
金
割
戻
簿
」。

（
25
）
関
東
取
締
出
役
研
究
会
編『
関
東
取
締
出
役
道
案
内
人
史
料
』。

　
〔
付�

記
〕

　
　

�
史
料
の
閲
覧
に
あ
た
り
、
松
崎
稔
氏
・
小
林
風
氏
を
は
じ
め
、
町

田
市
立
自
由
民
権
資
料
館
の
方
々
に
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。
記

し
て
お
礼
申
し
上
げ
る
。




